
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】画像信号を入力し、この画像信号から特徴
量を抽出する特徴抽出手段と、現在時刻を出力する現在
時刻出力手段と、前記特徴抽出手段によって抽出された
特徴量および前記現在時刻出力手段によって出力された
現在時刻に基づいて該画像信号の種別を判定する種別判
定手段と、該種別判定手段の判定結果に基づいて特定種
別の画像信号のみ記録する記録制御手段と、を備えてな
る画像記録装置。
【請求項２】画像信号を入力し、この画像信号の濃度情
報に関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ特徴量
を抽出する特徴抽出手段と、前記特徴抽出手段によって
抽出された特徴量に基づいて前記画像信号の種別を判定
する種別判定手段と、該種別判定手段の判定結果に基づ
いて特定種別の画像信号のみ記録する記録制御手段と、

を備えてなる画像記録装置。
【請求項３】画像信号を入力し、この画像信号の特徴量
を抽出する特徴抽出手段と、前記特徴抽出手段に基づい
て前記画像信号がアニメーションであるかどうかを判定
するアニメーション判定手段と、該アニメーション判定
手段の判定結果に基づいて該画像信号の記録を制御する
記録制御手段と、を備えてなる画像記録装置。
【請求項４】画像信号を入力し、この画像信号の特徴量
を抽出する特徴抽出手段と、前記特徴抽出手段に基づい
て前記画像信号がアニメーションであるかどうかを判定
するアニメーション判定手段と、該アニメーション判定
手段の判定結果に基づいて該画像信号の出力を制御する
制御手段と、を備えてなる画像出力装置。
【請求項５】画像の濃度情報に関する複数種類のヒスト
グラムからそれぞれ特徴量を抽出する手段と、この特徴
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量からファジィ推論により画面全体としての画像の種別
の度合を求めるファジィ推論手段と、この推論結果から
画像の種別を判定する手段と、を備えてなる画像の種別
識別装置。
【請求項６】画像信号を入力し、この画像信号から濃度
情報に関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ特徴
量を抽出する手段と、この特徴量からファジィ推論によ
り画面全体としての画像の種別の度合を求めるファジィ
推論手段と、この推論結果から画像の種別を判定し、特
定種別の画像信号のみ出力する画像選別手段と、を備え
てなる画像の種別識別装置。
【請求項７】画像信号を入力し、この画像信号から濃度
情報に関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ特徴
量を抽出する手段と、この特徴量からファジィ推論によ
り画面全体としての画像の種別の度合を求めるファジィ
推論手段と、この推論結果から画像の種別を判定し、特
定種別の画像信号の出力を禁止する画像選別手段と、を
備えてなる画像の種別識別装置。
【請求項８】画像信号を入力し、この画像信号から抽出
した特徴量および現在時刻に基づいて該画像信号の種別
を判定し、この種別の判定結果に基づいて特定種別の画
像信号のみ記録する画像記録装置の記録方法。
【請求項９】画像信号を入力し、この画像信号の濃度情
報に関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ抽出し
た特徴量に基づいて前記画像信号の種別を判定し、この
種別の判定結果に基づいて特定種別の画像信号のみ記録
する画像記録装置の記録方法。
【請求項１０】画像信号を入力し、この画像信号から抽
出した特徴量に基づいて前記画像信号がアニメーション
であるかどうかを判定し、この判定結果に基づいて該画
像信号の記録を制御する画像記録装置の記録方法。
【請求項１１】画像信号を入力し、この画像信号から抽
出した特徴量に基づいて前記画像信号がアニメーション
であるかどうかを判定し、この判定結果に基づいて該画
像信号の出力を制御する画像出力装置の出力方法。
【請求項１２】画像の濃度情報に関する複数種類のヒス
トグラムからそれぞれ特徴量を抽出し、この特徴量から
ファジィ推論により画面全体としての画像の種別の度合
を求め、この推論結果から画像の種別を判定することを
特徴とする画像の種別識別方法。
【請求項１３】入力した画像信号から画像の濃度情報に
関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ特徴量を抽
出し、この特徴量からファジィ推論により画面全体とし
ての画像の種別の度合を求め、この推論結果から画像の
種別を判定し、特定種別の画像信号のみ出力することを
特徴とする画像の種別識別方法。
【請求項１４】入力した画像信号から画像の濃度情報に
関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ特徴量を抽
出し、この特徴量からファジィ推論により画面全体とし
ての画像の種別の度合を求め、この推論結果から画像の

種別を判定し、特定種別の画像信号の出力を禁止するこ
とを特徴とする画像の種別識別方法。
【発明の詳細な説明】
（ａ）産業上の利用分野
  この発明は、画像の特定性質による種別を識別して特
定種別の画像の記録を制御する画像記録装置とその記録
方法、画像の特定性質による種別を識別して特定種別の
画像の出力を制御する画像出力装置とその出力方法、お
よび、画像の特定性質による種別を識別する画像の種別
識別装置と画像の種別識別方法に関する。
（ｂ）発明の概要
  この発明に係る画像の種別識別装置は、画像情報に含
まれる特定の性質、例えば画像の濃度ヒストグラムやエ
ッジ強度ヒストグラムなど、によってその画像の種別、
例えばカメラ撮りした自然映像であるか、イラストやア
ニメーションなどの絵図であるかなどの識別を自動的に
行い、且つ、このうち例えばアニメーションなどの絵図
のみを出力・録画するものである。
（ｃ）発明の背景
  一般に、画像処理技術は与えられた画像を処理して目
的とする他の画像に変換する場合や、これを利用して画
像認識を行うために用いられている。そのために従来で
は画像情報に対してたとえば輪郭の抽出やノイズの除去
などの処理を行っている。
  ところが、このように画像情報に対して何らかの処理
を施すこと以外に、画像の特定性質に応じてその画像を
扱う装置を自動的に制御させたい、といった要求があ
る。
  例えばTV放送を自動録画する装置において、図表など
の画面を自動的に録画したりアニメーションの番組を自
動録画するといったこと、あるいは画像のデータベース
から図表の存在する画像のみ検索する等である。
  このような画像の種別を識別するためには従来の画像
処理技術を用いて、画像の特定性質の特徴量を抽出すれ
ばよいが、実際の装置として構成するには、画像の特定
性質の特徴量が曖昧であるため、画像の種別を明確に識
別することは困難である。
  この発明の目的は、画像の特定性質を表す特徴量から
画像の種別を推論することによって、上記の問題点を解
決することのできる画像記録装置とその記録方法、画像
出力装置とその出力方法、および、画像の種別識別装置
と画像の種別識別方法を提供することにある。
（ｄ）課題を解決するための手段
  この出願の請求項１の画像記録装置は、画像信号を入
力し、この画像信号から特徴量を抽出する特徴抽出手段
と、現在時刻を出力する現在時刻出力手段と、前記特徴
抽出手段によって抽出された特徴量および前記現在時刻
出力手段によって出力された現在時刻に基づいて該画像
信号の種別を判定する種別判定手段と、該種別判定手段
の判定結果に基づいて特定種別の画像信号のみ記録する
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記録制御手段と、を備えたことを特徴とする。
  この出願の請求項２の画像記録装置は、画像信号を入
力し、この画像信号の濃度情報に関する複数種類のヒス
トグラムからそれぞれ特徴量を抽出する特徴抽出手段
と、前記特徴抽出手段によって抽出された特徴量に基づ
いて前記画像信号の種別を判定する種別判定手段と、該
種別判定手段の判定結果に基づいて特定種別の画像信号
のみ記録する記録制御手段と、を備えたことを特徴とす
る。
  この出願の請求項３の画像記録装置は、画像信号を入
力し、この画像信号の特徴量を抽出する特徴抽出手段
と、前記特徴抽出手段に基づいて前記画像信号がアニメ
ーションであるかどうかを判定するアニメーション判定
手段と、該アニメーション判定手段の判定結果に基づい
て該画像信号の記録を制御する記録制御手段と、を備え
たことを特徴とする。
  この出願の請求項４の画像出力装置は、画像信号を入
力し、この画像信号の特徴量を抽出する特徴抽出手段
と、前記特徴抽出手段に基づいて前記画像信号がアニメ
ーションであるかどうかを判定するアニメーション判定
手段と、該アニメーション判定手段の判定結果に基づい
て該画像信号の出力を制御する制御手段と、を備えたこ
とを特徴とする。
  この出願の請求項５の画像の種別識別装置は、画像の
濃度情報に関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ
特徴量を抽出する手段と、この特徴量からファジィ推論
により画面全体としての画像の種別の度合を求めるファ
ジィ推論手段と、この推論結果から画像の種別を判定す
る手段と、を備えたことを特徴とする。
  この出願の請求項６の画像の種別識別装置は、画像信
号を入力し、この画像信号から濃度情報に関する複数種
類のヒストグラムからそれぞれ特徴量を抽出する手段
と、この特徴量からファジィ推論により画面全体として
の画像の種別の度合を求めるファジィ推論手段と、この
推論結果から画像の種別を判定し、特定種別の画像信号
のみ出力する画像選別手段と、を備えたことを特徴とす
る。
  この出願の請求項７の画像の種別識別装置は、画像信
号を入力し、この画像信号から濃度情報に関する複数種
類のヒストグラムからそれぞれ特徴量を抽出する手段
と、この特徴量からファジィ推論により画面全体として
の画像の種別の度合を求めるファジィ推論手段と、この
推論結果から画像の種別を判定し、特定種別の画像信号
の出力を禁止する画像選別手段と、を備えたことを特徴
とする。
  請求項８～請求項14に記載した発明は、請求項１～請
求項７に記載した装置を方法の発明としてとらえたもの
である。
（ｅ）作用
  請求項１の画像記録装置では、種別判定手段が、入力

された画像信号から抽出した特徴量および現在時刻に基
づき該画像信号の種別を判定する。この判定にはファジ
ィ推論を用いてもよく、また、他の手法を用いてもよ
い。この種別判定手段の判定結果に基づいて、記録制御
手段が特定種別の画像信号のみ記録する。これにより、
入力される画像信号に基づき、その画像を記録するか否
かの判断を自ら行うため、記録の自動制御が可能にな
る。
  請求項２の画像記録装置では、種別判定手段が、入力
された画像信号から抽出した画像の濃度ヒストグラムや
エッジ強度ヒストグラムなどの濃度情報に関する複数種
類のヒストグラムからそれぞれ抽出した特徴量に基づき
該画像信号の種別を判定する。この判定にはファジィ推
論を用いてもよく、また、他の手法を用いてもよい。こ
の種別判定手段の判定結果に基づいて、記録制御手段が
特定種別の画像信号のみ記録する。これにより、入力さ
れる画像信号に基づき、その画像を記録するか否かの判
断を自ら行うため、記録の自動制御が可能になる。
  請求項３の画像記録装置では、アニメーション判定手
段が、入力された画像信号から抽出した特徴量に基づき
該画像信号がアニメーションであるかどうかを判定す
る。この判定にはファジィ推論を用いてもよく、また、
他の手法を用いてもよい。このアニメーション判定手段
の判定結果に基づいて、記録制御手段が画像信号の記録
を制御する。この制御としては例えば、アニメーション
画像のみを記録させたり、または、アニメーション以外
の画像のみを記録させたりすることができる（アニメー
ション画像の記録を禁止することができる。）。これに
より、アニメーション画像の記録の自動制御が可能にな
る。
  請求項４の画像出力装置では、アニメーション判定手
段が、入力された画像信号から抽出した特徴量に基づき
該画像信号がアニメーションであるかどうかを判定す
る。この判定にはファジィ推論を用いてもよく、また、
他の手法を用いてもよい。このアニメーション判定手段
の判定結果に基づいて、出力制御手段が画像信号の出力
を制御する。この制御としては例えば、アニメーション
画像のみを出力させたり、アニメーション以外の画像の
みを出力させたりすることができる（アニメーション画
像の出力を禁止することができる。）。これにより、ア
ニメーション画像の出力の自動制御が可能になる。
  第１図は請求項５の発明の構成を示している。同図に
おいて特徴量抽出手段２は画像メモリ１などに入力され
た画像情報から、画像の濃度情報に関する画像の濃度ヒ
ストグラムやエッジ強度ヒストグラムなどの複数種類の
ヒストグラムからそれぞれ特徴量を抽出する。ファジィ
推論手段３はこの特徴量からファジィ推論により画像の
種別の度合を求める。種別判定手段４は推論された種別
の度合から画像の種別を判定する。
  ファジィ推論手段は公知のようにファジィ演算を行う
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ファジィ演算部と確定値演算を行うデファジファイ部と
で構成され、ファジィ演算部は予め定められたファジィ
ルールに従ったメンバーシップ関数発生器を備え、入力
される変数に対するメンバーシップ値（所属値）を演算
するとともに、その結果に基づいて演算した推論値をデ
ファジファイ部に対して出力する。ファジィルールは、
if（x1 ＝A and x2 ＝Ｂ・・・）then（ｙ＝Ｚ）
の形式で表され、（x1 ＝A and x2 ＝Ｂ・・・）は前件
部、（ｙ＝Ｚ）は後件部と呼ばれる。このファジィルー
ルは複数の特徴量と実際の画像の種別に基づき経験的に
決められる。
  第９図は上記のファジィルールに従って推論結果を出
力する一つの公知の手法を説明するための図である。
  同図（Ａ），（Ｂ）は前件部の２つの変数（x1 ,x2 ）
に対応するメンバーシップ関数を示し、同図（Ｃ）は後
件部に対応するメンバーシップ関数を表す。ここでは前
件部のメンバーシップ関数を２つ示しているが、前件部
の変数の種類が増えればメンバーシップ関数もその分増
える。各図において横軸は変数の値を表し、縦軸はメン
バーシップ値（所属度）を表す。
  今、前件部の第１項目の変数x1 の値がx1 'であるとす
ると、そのときの所属度は0.5である（同図（Ａ）参
照）。また、前件部の第２項目の変数x2 の値がx2 'とす
ると、そのときの所属度は0.3である（同図（Ｂ）参
照）。このような場合、ファジィ演算部ではそれぞれの
所属度の中の最も小さな値をとる。すなわち上記の例で
は所属度0.3を選ぶ。次にＺに対応するメンバーシップ
関数を上記の所属度0.3のところで頭切りを行い、下側
の台形部Ｓの重心位置y'を求める。そしてこのy'を推論
結果として出力する。
  １つのルールに対しては以上のような推論を行うが一
般には複数のルールを設定する。この場合には各ルール
毎に第９図（Ｃ）に示す推論結果が出力される。そして
各ルール毎に出力された台形部を論理和し、その論理和
した部分（第９図（Ｄ）の斜線領域）の重心y"を推論の
確定値として出力する。
  以上の推論手法において、前件部に対する所属度の論
理積演算（小さい方の所属度を選ぶ演算）ルールと、後
件部に対する台形部の論理和演算ルールを、mini－max
ルールと呼ぶ。
  この発明においては、上記のような推論手法をファジ
ィ推論手段で実行することにより画像の濃度情報に関す
る画像の濃度ヒストグラムやエッジ強度ヒストグラムな
どの複数種類のヒストグラムそれぞれの特徴量から画像
の種別を総合的に判定することが可能となる。
  請求項６の発明では、特徴量を抽出する手段が、入力
された画像信号から画像の濃度ヒストグラムやエッジ強
度ヒストグラムなどの濃度情報に関する複数種類のヒス
トグラムからそれぞれ特徴量を抽出する。この特徴量は
該画像信号の特性性質を表すものである。ファジィ推論

手段は、この特徴量に基づいてファジィ推論を実行し、
画面全体としての画像の種別の度合を求める。画像選別
手段が、この推論結果から画像の種別を判定して特定種
別の画像信号のみ出力する。このように、複数の濃度情
報に関する複数種類のヒストグラムそれぞれの特徴量に
基づくファジィ推論により確実な画像種別の判定が可能
となり、特定種別の画像の出力が可能になる。
  請求項７の発明では、特徴量を抽出する手段が、入力
された画像信号から濃度情報に関する画像の濃度ヒスト
グラムやエッジ強度ヒストグラムなどの複数種類のヒス
トグラムからそれぞれ特徴量を抽出する。ファジィ推論
手段は、この特徴量に基づいてファジィ推論を実行し、
画面全体としての画像の種別の度合を求める。画像選別
手段が、この推論結果から画像の種別を判定して特定種
別の画像信号の出力を禁止する。このように、複数の濃
度情報に関する複数種類のヒストグラムそれぞれの特徴
量に基づくファジィ推論により確実な画像種別の判定が
可能になり、出力を禁止する画像の選別が確実化する。
（ｆ）実施例
  この発明の実施例ではTV放送の番組内容に応じて自動
録画を行う録画制御装置を例とする。
  第２図はこの発明の実施例である録画制御装置のブロ
ック図、第３図はその一部の詳細ブロック図である。
  第２図においてTV受信部10はTV放送を受信して映像信
号を分離するとともにRGBの原色信号を復調する。画像
インターフェイス回路11はRGBの原色信号を入力して、
各色毎にディジタルデータに変換する。画像特徴抽出部
12はRGBの各色毎に画像データを記憶する３つの画像メ
モリ1R,1G,1Bと各メモリに記憶された画像データから画
像の複数の特定性質の特徴量を抽出するユニット2R,2G,
2Bから構成されている。前記画像インターフェイス回路
11がディジタルデータに変換した画像データを各色毎に
画像メモリ1R,1G,1Bに書き込むことによって、特徴抽出
ユニット2R,2G,2Bは各画像メモリから抽出した特徴量を
特徴量メモリ13に書き込む。特徴量メモリ13はファジィ
コンピュータ３に対して各色毎の画像の複数の特定性質
の特徴量をファジィ推論の変数として与える。また、カ
レンダ時計14は現在の日付／時刻のうち時刻をファジィ
推論の１つの変数としてファジィコンピュータ３へ与え
る。ファジィコンピュータ３はマイクロコンピュータか
ら構成されていて、与えられた複数の変数と予め定めら
れているメンバーシップ関数を演算することによって、
画像の種別の度合を表すデータＡを出力する。ディジタ
ルコンパレータ4aはこのデータＡが基準値設定部4bに設
定されている基準値A0 と比較することによって画像の種
別を決定する。ここでは受像した画像がアニメーション
であるか否かの判定を行い、アニメーションであるとき
VTR装置20に対して録画信号を出力する。VTR装置20はテ
レビ受信部10から映像信号および音声信号を受けて録画
信号発生時に自動的に録画を行う。
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  第３図は第２図に示した特徴抽出ユニット2Rの構成を
示している。同図においてラスター型画素アドレスジェ
ネレータ30は画像メモリ1Rに対して全画素のアドレスを
ラスター状に順次発生する。これにより画像バスにはそ
のアドレスで示される内容が発生する。ヒストグラム作
成部31は画像メモリ1R上の各画素の濃度を読み込み、濃
度ヒストグラムｈ（ｉ）を作成する。但し、ｉは濃度
値、ｈ（ｉ）は濃度ｉの画素の個数である。エッジ強度
作成部32は画像メモリ1R上の例えば３ライン分の画素デ
ータを一時記憶するメモリと、ウィンドウ（例えば３×
３画素）を備えていて、エッジ強度をラスター的に算出
する。ヒストグラム作成部33は算出されたエッジ強度の
ヒストグラムｅ（ｋ）を作成する。但し、ｋはエッジ強
度、ｅ（ｋ）はエッジ強度ｋの画素の個数である。
  CPU34のバスライン（ローカルバス）にはROM35および
RAM36が接続されていて、ROM35内に予め書き込まれてい
るプログラムに従って次に述べる画像の特徴量を求め
る。RAM36はその際にワーキングエリアとして用いられ
る。
（１）濃度ヒストグラム上で幅ｗのウィンドウを走査し
て得られるウィンドウ内最大度数

ただし（０≦j ≦N-w ）
（２）しきい値ｔ以下のエッジ強度をもつ画素数

（３）しきい値Ｓ以上のエッジ強度を持つ画素数

  以上の処理を、予め与えられた特徴量抽出制御パラメ
ータw,t,sのもとで実行する。これらの特徴量はRGBの各
色毎に抽出して特徴量メモリ13へ書き込む。
  第２図に示したファジィコンピュータ３は特徴量メモ
リ13から上記各種特徴量を読み取り、またカレンダ時計
14から現在の時分の各データを読み込み、ファジィ推論
を行う。
  さて、第７図（Ａ）および（Ｂ）にアニメーション画
像の濃度ヒストグラムおよびエッジ強度ヒストグラムを
示す、また、第８図（Ａ）および（Ｂ）に非アニメーシ
ョン画像の濃度ヒストグラムおよびエッジ強度ヒストグ
ラムを示す。
  第７図（Ａ）および第８図（Ａ）に示すようにアニメ
ーション画像の場合には同一濃度の面積が広いため、画
素濃度は狭い濃度範囲に集中する。これに対し、非アニ
メーション画像の場合には画素濃度が広い濃度範囲に分
布する。また、第７図（Ｂ）および第８図（Ｂ）に示す

ように、アニメーション画像の場合には同一色が広範囲
に均一に塗り潰されて、黒緑の線画を含んでいるため、
エッジ強度が０または最大値付近に集中する。これに対
し、非アニメーション画像ではエッジ強度の集中がみら
れない。
  このことから本実施例では次のような推論ルールによ
ってアニメーション度を推論する。
－推論ルール（１）－
  もしnmax（ｗ）が大きく、ｑ（ｔ）が大きく、ｕ
（ｓ）が大きければ、アニメーション度が高い。
  以上のルールを含めて画像の特徴量によるルール全体
をマトリックスにして表現すると、第４図（Ａ）に示す
ようになる。
  第４図（Ａ）おいて、Ｎはウィンドウ内最大度数nmax
（ｗ）、Ｑはしきい値ｔ以下のエッジ強度を持つ画素数
ｑ（ｔ）、Ｕはしきい値ｓ以上のエッジ強度をもつ画素
数ｕ（ｓ）の意味であり、Ｎについて、各記号は
L:nmax（ｗ）が大きい
S:nmax（ｗ）が小さい
を意味している。
  Ｑについて、各記号は
L:q（ｔ）が大きい
S:q（ｔ）が小さい
を意味している。
  また、Ｕについて各記号は、
L:u（ｓ）が大きい
S:u（ｓ）が小さい
を意味している。
  さらにマトリックスの内容であるアニメーション度
（Ａ）について、各記号は
NL:アニメーション度が低い
NS:アニメーション度が少し低い
PS:アニメーション度が少し高い
PL:アニメーション度が高い
を意味している。
  なお、上記の曖昧な言語値を表現するNL,NS,PS,PL,L,
Sはラベルと呼ばれる。
  ところで、この実施例では画像の特徴量以外に現在の
時刻から次ようにTV放送のアニメーション度の推論も行
う。
－推論ルール（２）－
  もし夕方ならアニメーション度が高い。
  その推論ルールを表にすれば第４図（Ｂ）示すように
なる。このように時間帯が夕方であればアニメーション
度が少し高く、その他の時間帯であればアニメーション
度が少し低いとしている。
  曖昧な言語値、すなわち上記の各ラベルを表現するメ
ンバーシップ関数は第５図（Ａ）～（Ｅ）に示すものを
使用する。
  同図（Ａ）は濃度ヒストグラムのウィンドウ内最大度
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数Ｎに対するメンバーシップ関数、同図（Ｂ）はしきい
値ｔ以下のエッジ強度をもつ画素数Ｑに対するメンバー
シップ関数、同図（Ｃ）はしきい値ｓ以上のエッジ強度
をもつ画素数Ｕに対するメンバーシップ関数である。ま
た同図（Ｄ）は時刻（時間帯）に対するメンバーシップ
関数であり、同図（Ｅ）はアニメーション度Ａに対する
メンバーシップ関数である。
  さて、第２図に示したファジィコンピュータ３の動作
は次の通りである。
  第６図はファジィコンピュータ３を構成するマイクロ
コンピュータの処理手順を示すフローチャートである。
先ず特徴量メモリ13からRGBの各色毎にそれぞれ３つの
特徴量N,Q,Uを読み込み、カレンダ時計14から時刻を読
み込む（n1）。次に、各特徴量から各特徴量に対するメ
ンバーシップ関数の所属度、時刻から各時間帯の所属度
をそれぞれ算出する（n2）。この演算は第５図（Ａ）～
（Ｄ）に示した各メンバーシップ関数に変数を代入する
ことによって、またはテーブル演算を行うことによって
求める。続いて第４図（Ａ），（Ｂ）に示したルールか
ら前件部論理積演算を行う。すなわち各ルール毎に所属
度の最小値を判定する（n3）。さらに、各ルール毎に後
件部論理積演算を行う。すなわち、第９図（Ｃ）に示し
たように前件部論理積演算により求めた最小所属度で後
件部に対するメンバーシップ関数の頭切りを行う（n
4）。その後、各ルール毎に求めたファジィ演算結果の
論理和を求める。すなわち、第９図（Ｄ）に示す斜線領
域を形成する（n5）。さらにこの領域の重心位置を算出
して、これをアニメーション度を表す値として出力する
（n6→n7）。
  次に上記ファジィコンピュータの具体的な動作につい
て説明する。
  濃度ヒストグラムのウィンドウ内最大度数Ｎ、しきい
値ｔ以下のエッジ強度をもつ画素数Ｑおよびしきい値ｓ
以上のエッジ強度をもつ画素数Ｕのそれぞれが例えば第
５図（Ａ）～（Ｃ）にNt,Qt,Utで示す値であれば、各ラ
ベルに対応するメンバーシップ関数の所属度の組み合わ
せとファジィ演算結果は次の通りである。
N:L＝0.9
Q:L＝0.8
U:L＝0.7
  この組み合わせでは前件部論理積演算により最も小さ
な所属度0.7がとられ、後件部論理積演算で後件部に対
応するラベル（この場合PL（第４図（Ａ）参照））のメ
ンバーシップ関数を0.7で頭切りする。以下に示す例で
は後件部に対するメンバーシップ関数の当り切り動作を
（A:（PL）＝0.7）のように（  ）に示す。
N:L＝0.9
Q:L＝0.8
U:S＝0.3
（A:PS＝0.3）

N:L＝0.9
Q:S＝0.2
U:L＝0.7
（A:PS＝0.2）
N:L＝0.9
Q:S＝0.2
U:S＝0.3
（A:PL＝0.2）
N:S＝0.1
Q:L＝0.8
U:L＝0.7
（A:PS＝0.1）
N:S＝0.1
Q:L＝0.8
U:S＝0.3
（A:NS＝0.1）
N:S＝0.1
Q:S＝0.2
U:L＝0.7
（A:NS＝0.1）
N:S＝0.1
Q:S＝0.2
U:S＝0.3
（A:NL＝0.1）
  さらに第５図（Ｄ）に示すように時刻が17時であれ
ば、夕方の所属度が0.5であるため、後件部のメンバー
シップ関数PSが0.5で頭切りされる。
  以上の結果を第５図（Ｅ）に斜線領域として示す。こ
の斜線領域の重心位置Atがアニメーション度を表す度合
として出力される。
  第２図に示した基準値設定部4bの基準値Aoが第５図
（Ｅ）に示す位置であれば、ディジタルコンパレータ4a
はこの画像がアニメーション画像であると判定して録画
信号を発生する。
  なお、実施例に示した画像の特徴量以外に、濃度ヒス
トグラムの０次モーメントもしくは数次モーメントまた
は数次モーメントを０次モーメントで除算して正規化し
た値を用いることも可能である。
  また実施例では画像の特徴量から画像の種別を判定す
る際にある一定時間を必要とするが、この時間遅れを回
避する方法として、第２図においてテレビ受信部10から
出力される映像信号を数10フレーム分遅延させる画像メ
モリバッファおよび音声信号を数10m～数100msec遅延さ
せる回路を設け、この遅延された信号を録画するように
してもよい。
  また、実施例ではアニメーション画像を自動録画する
例であったが、TV放送がアニメーション番組であるとき
表示および音声出力を禁止する装置を構成することも可
能である。
（ｇ）発明の効果
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  以上のようにこの出願の請求項１および請求項８の発
明によれば、入力された画像信号から抽出された特徴量
および現在時刻に基づいてこの画像種別を判定し、特定
種別の画像のみを記録するようにしたことにより、入力
された画像信号に基づいて画像記録装置が自ら記録動作
の起動・停止を制御することができるようになり、記録
の自動化が可能になる。
  また請求項２および請求項９の発明では、入力された
画像の濃度情報に関する複数種類のヒストグラムからそ
れぞれ特徴量を抽出し、この特徴量から画像の種別が総
合的に判定し、特定種別の画像のみを記録するようにし
たことにより、入力された画像信号に基づいて画像記録
装置が自ら記録動作の起動・停止を制御することができ
るようになり、記録の自動化が可能になる。
  また請求項３および請求項10の発明では、入力された
画像から抽出した特徴量から画像の種別がアニメーショ
ンであるかどうかを判定し、この判定結果に基づいて入
力された画像の記録を制御するようにしたことにより、
アニメーション画像のみを記録させたり、アニメーショ
ン画像の記録を禁止させたりすることができる。
  また請求項４および請求項11の発明では、入力された
画像から抽出した特徴量から画像の種別がアニメーショ
ンであるかどうかを判定し、この判定結果に基づいて入
力された画像の出力を制御するようにしたことにより、
アニメーション画像のみを出力させたり、アニメーショ
ン画像の出力を禁止させたりすることができる。
  また請求項５および請求項12の発明では、画像の濃度

情報に関する複数種類のヒストグラムからそれぞれ特徴
量を抽出し、この特徴量から画面全体としての画像の種
別が総合的に判定されるため、特徴量自体曖昧なもので
あっても、画像の種別の度合が求められ、これによって
最終的な画像の種別が容易に判定することができる。
  また、請求項６および請求項13の発明では、このよう
な判定結果に基づいて特定種別の画像のみを出力するこ
とにより、確実に識別された特定種別の画像の出力が可
能になる。
  さらに、請求項７および請求項14の発明では、上記判
定結果に基づいて特定種別の画像の出力を禁止すること
により、該特定種別の画像の出力が確実に禁止できる。
【図面の簡単な説明】
第１図はこの発明の構成を示すブロック図、第２図およ
び第３図はこの発明の実施例である録画制御装置のブロ
ック図である。第４図（Ａ），（Ｂ）は実施例において
設定される推論ルールを示す図、第５図（Ａ）～（Ｅ）
はメンバーシップ関数を示す図である。第６図は録画制
御装置に設けられているファジィコンピュータの処理手
順を示すフローチャートである。第７図（Ａ），（Ｂ）
はアニメーション画像の濃度ヒストグラムおよびエッジ
強度のヒストグラムを示す図、第８図（Ａ）および
（Ｂ）は非アニメーション画像の濃度ヒストグラムおよ
びエッジ強度ヒストグラムを示す図である。第９図
（Ａ）～（Ｄ）はファジィ推論ルールに従って推論結果
を出力する手法を説明するための図である。
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【第１図】
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